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英国のEU離脱の今後とその影響
子会社が赤字に転落すれば親会社の利益も減るが、そのことによる日
本経済への直接の影響は限定的になるだろう。

●税関の混乱は
　「合意なき離脱」だ
と短期的にはさまざ
ま混乱が生じ、現地の
経済や現地の人々に
とっては深刻な問題
だが、日本経済への影
響という観点からは
過度な懸念は不要だ
と思われる。例えば税
関が混乱して荷物が
届かないといったことが起きたとしても、しばらくすれば荷物は届く
から、時がたてば影響は減っていくだろう。部品が届かないことで工
場の生産が止まり、日本からの部品の輸入も不要になるかもしれない
が、その分は部品が届き始めてから「払底した在庫水準を回復させる
ための大幅増産」によって穴埋めされるだろう。少し長い目で見れば
日本からの輸出は減らないはずだ。

●日本経済への影響は限定的か
　ヨーロッパ経済全体としての落ち込みは限定的で、イギリス子会社
の損失が日本経済に及ぼす影響も限定的で、合意なき離脱の影響も
短期的なものに止まるとすると、日本経済への悪影響は限定的だと考
えてよさそうだ。一方で、日本が“漁夫の利”を得る可能性もある。

「ドイツ車は関税がかからないから、日本
車よりドイツ車を買おう」と言っていたイ
ギリス人消費者が、「どちらも同じ税率な
ら日本車を買おう」と言い始めるかもしれ
ないからだ。さらには、例えばイギリスが
日本と自由貿易協定を締結すれば、イギリ
ス人消費者にとって「輸入関税がドイツ車

より日本車の方が安いなら、断然日本車の方がいい」ということにな
るかもしれない。悲観論の好きな評論家の中には、「イギリスが離脱
すると、次々まねをして離脱する国が出てきて、ＥＵが崩壊するかも
しれない」という人もいそうだが、そうなる可能性は非常に小さい。
離脱によってイギリス経済が打撃をこうむれば、それを見た他国が離
脱を思いとどまる事はあっても、まねをしようとは思わないからだ。

●今後の見通し
　2016年６月に実施された国民投票ではEUからの離脱が支持され
たものの、その時点では日本への影響は最小限にとどまっていた。そ
の背景には、英国がEUからの離脱はするものの欧州単一市場には残
留する「穏やかな離脱（ソフトブレグジット）」を目指しており、最
終的には「合意なき離脱」はないだろうとの楽観的な見立てがあった
からだ。
　しかし、今では非常に重たい不透明感が漂っている。仮に最悪の
ケースとして「合意なき離脱」に至った場合は、海外からの調達に
支障を来す製造業や、欧州の拠点として英国を活用してきた物流業、
卸売業などは少なからず影響を受けることは必定である。また、金融
機関や持ち株会社なども影響を受けるだろう。しかし、日本経済への
影響はある程度限定的になる。
� ※関連のWEBサイトから著者改編

　ずっと混迷を深めている英国のEU離脱問題。延期にはなったが、
全く先が見えない状態が続いている。メイ首相の辞任表明に始まり、
与党野党を問わず政治家への信頼が揺らいでいる。英国のEU離脱問
題は今後どうなるのか。日本経済への影響はどうか。大胆予測をまと
めてみた。

●英国への進出企業の実態は
　英国に進出している日本の企業数は2019年３月時点で1,298社（帝
国データバンク調べ）。３年前の
同じ調査より約６％減少した。進
出企業の業種別内訳は、製造業が
40％で最も多く、次いで卸売業が
17％と続くが両者とも１ポイン
ト前後減少している。逆に、サー
ビス業や金融保険業は構成比で増
加した。年商規模別では100億円
以上の大手企業の構成比は増加し
ているものの、10億円未満の中
小企業の構成比は減少している。
本社所在地別では、上場企業の集
まる大都市圏や大手製造業が集積
している上位５都府県で80％以
上を占めている。

●モノの移動は
　ＥＵは基本理念として「人・物・資本・サービスの移動の自由」を
掲げている。イギリスがEUからの離脱を決めた理由は、「人の移動の
自由を制限したかったからだ」とも言われているが、あまり日本経済
と関係ない。それよりも、日本にとって重要なのは「モノの移動」だ。
イギリスがEUを離脱すると、大陸もイギリスもメリットが受けられ
なくなり不利益をこうむる。イギリスの消費者はフランスのワインが
値上がりすれば不幸だろうし、フランスのワインメーカーもイギリス
向けワイン輸出が減るから不幸になる。しかし、イギリスのスコッチ
メーカーは、消費者が輸入ワインをあきらめて国産スコッチで我慢し
てくれれば国内販売が増えるはずだ。フランスのワインメーカーも、
消費者が輸入スコッチを諦めて国産ワインで我慢してくれれば、輸出

減を国内販売増で補
えるので、いずれの企
業もそれほどは困ら
ない。つまり、差し引
き後で見た不利益は、
それほど大きくない
と思われる。

●金融業はどうか
　金融業についても、イギリスからの大量脱出が起きるかもしれない
が、それはイギリスのGDPを減らす一方で、移転先である例えばド
イツのGDPを増やすので、ヨーロッパ全体のGDPに対する影響は限
定的。となれば、日本からヨーロッパへの輸出も減らず、日本経済へ
の影響は限定的だ。イギリスに工場を持ち、ヨーロッパ大陸に輸出
している日本企業にとっては、輸出が減るため影響はあるだろうが、
影響を受けるのは現地子会社であって日本の親会社ではない。失業す
るのはイギリス人労働者であって、日本人労働者ではない。イギリス

EU離脱が日本企業へ与える影響

経済活動への影響

辞任するメイ首相

欧州政治とブレグジット交渉



協同組合京都府診断士会の解散総会
　今回で設立20年を経過し、その役目を終えることになった協同組合の最後の解散総会が
行われ、専務理事の成岡から事業報告が、会計担当の坂本理事から会計報告が行われ、無事
承認された。20年前の時点では現在の診断協会に法人格がなく、事業を行うには法人格を
持った組織が必要であり、そのために当時の先輩諸兄が苦労して設立された協同組合だっ
た。７年前に一般社団法人が設立され、その役目を終えたので３月下旬に解散総会を行いこ
のたび清算、解散することとなった。

一般社団法人京都府中小企業診断協会の定時総会
　例年通り、昨年度の事業報告、会計報告を行い満場一
致で可決承認された。次に、今年度の事業計画、予算の
審議を行い、これも満場一致で可決承認された。第５号
議案は会費の変更案の審議で組合が解散したことで協会
に一本化されたことにより、会費が２種類存在すること
になり、変更案が上程され可決承認された。

60周年記念特別講演
　定時総会に引き続き、会場を変えて15時30分から記念講演が行われた。講師は前京都府
知事の山田啓二氏にお願いし、３期12年間の京都府政を振り返るとともに、現在の京都府
の抱えている課題や今後の展望について熱く語っていただいた。今後の京都は何で食べてい
くのか？。我々診断士にとっても、大変参考になるお話しだった。

60周年記念ビジネスプランコンテスト
　60周年を記念して、事前にビジネスプランを募集し20組以上の応募があった中から、５
件の優秀プランを選出し、コンテストを行った。各組から数分間プレゼンを行ってもらい、
審査員の厳正な審査を経て最優秀賞が選ばれた。最優秀賞のプランには、今後１年間起業し
軌道に乗るまでの間、複数の診断士の無料伴走支援のご褒美がプレゼントされる。

60周年記念パーティ
　18時から大広間の会場にて盛大に記念パーティが行われた。多くのご来賓にお越しいた
だき、また多数の協会会員の参加を得て、120名の大パーティとなった。
　西脇京都府知事、門川京都市長の祝辞に始まり、京都商工会議所の若林副会頭の乾杯のご
発声で幕が開かれた。途中演舞の出し物もあり、最後まで賑やかなパーティとなった。
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さる５月25日土曜日に新みやこホテルの地下の会場にて開催された
一般社団法人京都府診断協会創設60周年記念のイベントをレポートする。

京都府診断協会60周年記念イベント報告

診断協会年次総会

山田前京都府知事記念講演

ビジネスプランコンテストの発表

西脇京都府知事祝辞 門川京都市長祝辞 若林京都商工会議所副会頭乾杯挨拶

新みやこホテル当日案内
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　「がん=余命僅か。」マスコミによる情報発信などから、私たち
はこのようなイメージに頻繁に曝されます。しかし、がん専門の
医師は「それは大昔、30年前の話。今はがんと共存する時代。」と
言います。30年前と言えば平成元年（1989年）。３％の消費税が
初めて導入された頃。そして、俳優の渡辺謙さんが白血病を発症
した年でもありました。
　医療の進歩により、今年４月に国立がん研究センターが発表し
たがん患者の10年後の生存率は３年連続で上昇しています。そう
なると、「がんになったら仕事を辞めて残りの人生を。」ではなく、
治療後の人生が長く続きます。渡辺謙さんは５年後に再発した後、
2003年に公開されたアメリカ映画「ラストサムライ」で海外でも
高い評価を受けました。一時は生命の存続を危ぶまれる状態だっ
たそうですが、その後の回復、活躍ぶりは皆さんもご存知の通り
です。
　しかし、上記の生存率の上昇や渡辺謙さんの復帰とは裏腹に、

がんを罹った場合、職場復帰したくてもできない、または退職を
余儀なくされる現実があります。病気になっても辞めずに安心し
て仕事を続けられるための支援が求められています。
　当センターでは、産業保健専門職の私と２名の両立支援促進員
が「両立支援事業」を担当しています。サービスの内容は「治療
も仕事も続けるための相談対応」「啓発セミナーの実施（周知活
動）」「両立支援制度導入のサポート」「従業員と会社の間の調整支
援」などで、すべて無料です。相談対応については、京都府下７
病院に相談窓口を開設しており、烏丸御池にある当センターでも
電話や来所での相談をお受けしています。
　次回はがんと就労の現状についてもう少し詳しく触れたいと思
います。

の現場から
第３回　治療と仕事の両立支援とは
①京都産業保健総合支援センターの両立支援事業

独立行政法人労働者健康安全機構　京都産業保健総合支援センター
産業保健専門職（保健師）

〒604-8186　‌�京都市中京区車屋町通御池下ル梅屋町361番1号�
アーバネックス御池ビル東館５階

TEL：075-212-2600　　E-mail：matsuda@kyotos.johas.go.jp
HP：https://www.kyotos.johas.go.jp/

松田雅子

産 保業 健

＊この記事は京都産業保健総合支援センターHPから承諾を得て転載しています。

３つのコンセプトとは、

関西・けいはんなのポテンシャルを活かす
　‌�関西が有する学術、ものづくり産業の蓄積、けいはんな学研都
市が有する研究開発・社会実証フィールドとしての蓄積を拠点
形成に活用します。
学術と産業の融合により新たな価値を創造する
　‌�大学等の研究開発のシーズと産業界のニーズを融合し、産学連
携、学学連携、産産連携を促進することにより、商品化・実用
化等を加速します。
生活と文化のイノベーションを創出する
　‌�ICTを基盤として、エネルギー、健康医療、食糧、インフラ、教
育、文化といった各領域のイノベーションを推進します。

４つの研究テーマとは、

スマートライフ
　‌�地域住民の健康づくり（ヘルスケア、ライフイノベーション）
支援までを視野に入れた、安心・安全に支えられた健やかな生
涯（スマートライフ）の形成に資する研究
スマートエネルギー&ICT
　‌�太陽電池や水素燃料電池に関する新素材等をはじめとするスマー
トエネルギーに関する研究と先進的な未来都市創造に向けたICT
（情報通信技術）基盤を活用したライフスタイルを実現する研究
スマートアグリ
　‌�先端技術を取り入れた高品質作物栽培技術の開発、機能性食品
への応用等、日本固有の強みを活かす農業と健康長寿社会の形
成に資する研究
スマートカルチャー&エデュケーション
　‌�蓄積された文化資産等「モノづくり」の保存・継承やアーカイ
ブ化、地域のコンテンツを活用した教育による人材育成等、科
学技術と文化の融合と未来社会への新たな価値の創造に資する
研究

� ※入居企業の一覧は次号に掲載します
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けいはんなオープンイノベーション
センター（KICK）

【住　　所】京都府相楽郡精華町精華台７丁目５番地１
【Ｔ Ｅ Ｌ】0774-66-7545
【Ｍａｉｌ】kick@ki21.jp
【Ｕ Ｒ Ｌ】http://kick.kyoto/kick/
【アクセス】近鉄京都線「新祝園駅」から奈良交通バス「公園東通り」下車スグ

第22回

　旧「わたしの仕事館」を京都府が引き受け、見事に最先端の施設に生まれ変わった
「けいはんなイノベーションセンター」（略称KICK）。
　その運営は、３つのコンセプトと４つの研究テーマで構成されている。
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勉強会の様子や講演活動の記録など掲載しています。
メールマガジンのお申し込みもこちらからどうぞ。

発行人：成岡秀夫

ＮＭＯホームページ

http://www.nmo.ne.jp
〒603-8377  京都市北区衣笠西御所ノ内町26番地
TEL：075-366-6611　FAX：075-366-6100　
E-mail：info@nmo.ne.jp
送付先の変更は、上記へＥメールまたはFAXでお知らせください。

成岡マネジメント 検 索

編集後記
この機関誌がお手元に届く６月末は、もう梅雨の季節になっているはずだ。今
年は５月の猛暑に始まりどうも雨が少ない。愛知県では異常渇水に見舞われて
ダムが干上がった。農業用水だけでなく飲料水にまで大きな影響が出ている。
雨も適当に降ってくれるといいが、そう都合よくはいかない。環境汚染が進
み、天候の神様が徐々に怒りを発しているのかもしれない。（な）

第211回
日　時：	07月11日（木）19:00～21:00…第２木曜日です！
会　場：	COCON烏丸４階セミナールーム
講　師：	‌�大東利幸氏（大東寝具工業株式会社 代表取締役）／�

谷口玲子氏（株式会社三木半 代表取締役）
テーマ：	‌�外国人材を受け入れるポイントその２�

～わが社が成功した秘訣～
参加費：1000円（当日徴収）

7月度 勉強会のご案内
N M O 勉強会 京都例会
http://www.nmo.ne.jp/business/it-kyt.html
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第１章：地銀と信金・信組、なぜ差が付いたか
第２章：相次ぐ不正と「地銀神話」の崩壊
第３章：過剰な「ノルマ主義」がもたらした歪み
第４章：地域に「選ばれし金融機関」の条件
第５章：「原点」を見失った地銀に未来はあるか
第６章：いま注目の信金・信組はここだ
　　　　　‌�秋田県信用組合／北上信用金庫／いわき信用組合／塩沢信用

組合／枚方信用金庫／広島市信用組合／足立成和信用金庫／
第一勧業信用組合

終　章：地域金融機関に託された希望

　地域経済の崩壊が始まっている。人口・事業所数の減少に歯止めが
かからず、基幹産業までもが衰退傾向にある地域も目立ちだした。そ
こで地域銀行の中には、地元地域から他府県や首都圏に進出し、地元
経済の縮小を挽回しようとする動きも目立つようになった。
　相続税率引き上げにより不動産所有者に対する相続対策不動産ロー
ンを積極的に売り込んだり、有価証券運用の強化などが現場の疲労感
を増加させ、転職サイトに登録する若手銀行員も多いと聞く。つまり
この「乗り切り策」は成功していない。
　金融庁が警告を発しているのは、「持続可能なビジネスモデルの構
築」であり、今までの既成概念ではできない仕組み、システムなのだ。
　本書には多くの地域で光る金融機関の事例が満載だ。金融機関へお
勤めの方以外でも、非常に参考になる。今後の金融機関のありようを
示唆する大事な１冊だ。

【
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序　章：「水・食・電気」に真正面から取り組む
第１章：水
第２章：食
第３章：再生可能エネルギー
第４章：パートナーシップ
スペシャルコラム：「今の日本は本当に豊かなのか？」

　SDGsはまだ日本ではいまひとつだが、欧州では大変な盛り上がり
を見せている。しかし発祥の地はアメリカ、ニューヨーク発。アメリ
カでは10年前のリーマンショックの反省から始まったのだそうだ。目
先の利益ばかり追いかけて、経済が破綻した。それを猛省し、30年、
50年後っを見据えて長期の目標を明確にする必要を感じた人たちが
立ち上がった。アメリカとは本当に偉大な国だと思う。そういう人々
が多くいて、それに共感する人々がまた多くいる。
　それに引き換え、わが日本国ではどうだろうか。リーマンショック
の反省は本質的な箇所には届かず、目先で金融機関を潰せないという
姑息な手法に集約した。反省がいい加減だった結果が、現在の停滞し
た社会を生んでいる。
　本書は２つの問題意識、「公害系」と「自然環境系」で成り立ってい
る。SDGsに関心のある方は一度手に取って読まれることをお勧めする。
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今回で最後になる大文字当日開催の特別企画です。左大文字真下
の衣笠オフィスの庭園、２階からの大文字鑑賞の夕べです。10
月でこのオフィスは移転します。今回が最後のチャンスになり
ました。特別企画として、庭園バーベキューを行います。

日　時：	08月16日（金）16:00～
　　　　	（詳細時間後日決定。随時参加可能）
　　　　	‌�ただし、天候によりバーベキューは中止もあります。

雨天は室内にて開催。
会　場：	京都市北区衣笠西御所ノ内町26
				    成岡マネジメントオフィス 衣笠オフィス
　　　　	（アクセス：市バス金閣寺道から徒歩１分）
内　容：	（１）バーベキュー・ガーデンパーティ
				    （２）‌�近くの法音寺での地元保存会による採火式と松明

行進見学
				    （３）左大文字送り火鑑賞
参加定員：40名（申込先着順・定員になり次第締め切り）
参加費：	3,000円（当日徴収）
お申し込みは下記のアドレスに「参加希望」と送信ください。
送信先メールアドレス：naruoka@nmo.ne.jp

8月度 勉強会のご案内
左大文字鑑賞の夕べ特別企画

※写真は昨年度の鑑賞の夕べのものです


